
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所や幼稚園、高齢者施設など、希望される施設に対して「ぎふ感染症かわら版」のメール配信もおこなっています。 

くわしくは岐阜県感染症情報センターホームページをご覧ください。 

岐阜県内のインフルエンザ患者報告数が１医療機関当たり 2.70（県内 87 ヵ所からの毎

週報告を 2023/1/11 時点で集計）となり、流行開始の目安とされる 1.00 を超えました。今

後さらに増加する可能性もあり、日常生活での感染予防をお願いします。 

3 年ぶりに岐阜県がインフルエンザの流行期に入りました！ 

岐阜県感染症情報センター 

感染への注意が特に必要な人 

◆ 小児、高齢者 及び 持病がある方  

令和 5年１月 12 日 岐阜県感染症情報センター（岐阜県保健環境研究所） 

もし、かかったら？ 

インフルエンザは、飛沫感染や 

接触感染によってうつります。 

そのため予防には、 

手洗いや咳エチケットなど、 

一人ひとりの心がけが大切です。 

日常での予防方法は？ 

学校では、「発症後（発熱の翌日を１日目として）5 日を経過し、かつ、解熱後 2 日（幼

児の場合は 3 日）を経過するまで」をインフルエンザによる出席停止期間としています。 

学校で、ほかの人にうつさないために 

発症前日から発症後 3~7 日間は

鼻やのどからウイルスを排出す

るといわれています。そのために

ウイルスを排出している間は、外

出を控える必要があります。 


